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中
国
研
究
集
刊 

光
号
（
総
六
十
二
号
）
平
成
二
十
八
年
六
月　

七
四
︱
九
二
頁

は
じ
め
に

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
五
）』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究

與
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
四

月
）
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
古
佚
文
献
『
湯
在
啻
門
』
に
は
、
中

国
古
代
思
想
史
上
重
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
気
が
登
場
す
る
。

周
知
の
通
り
、
清
華
簡
は
北
京
大
学
に
よ
る
炭
素
一
四
の
測
定
が

行
わ
れ
て
お
り
、
紀
元
前
三
〇
五
年
±
三
〇
年
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
（
注
1
）
。
従
っ
て
、『
湯
在
啻
門
』
は
戦
国
時

代
中
期
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
文
献
か
ら
は
戦
国
時
代
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
の
展
開
を

解
明
す
る
上
で
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、『
湯
在
啻
門
』
と
そ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
気

に
関
す
る
思
考
に
つ
い
て
検
討
し
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
気
に
関

す
る
思
考
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

一　
『
湯
在
啻
門
』
の
書
誌
的
情
報
と
釈
文

本
章
で
は
、
整
理
者
で
あ
る
李
守
奎
氏
に
よ
る
『
湯
在
啻
門
』

の
「
説
明
」、
及
び
竹
簡
の
写
真
、
並
び
に
巻
末
の
「
竹
簡
信
息

表
」
に
基
づ
い
て
、『
湯
在
啻
門
』
の
書
誌
的
情
報
に
つ
い
て
確

認
し
、
そ
の
釈
文
を
示
す
（
注
2
）
。

『
湯
在
啻
門
』
の
竹
簡
数
は
合
計
二
十
一
簡
、
各
簡
の
簡
長
は

概
ね
四
十
四
・
五
㎝
、
簡
幅
は
〇
・
六
㎝
、
簡
端
は
平
斉
、
三
道

編
で
あ
る
。
満
写
簡
に
は
二
十
七
字
か
ら
三
十
一
字
が
記
さ
れ
て

清
華
簡
『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気

竹
田
健
二

〔
出
土
文
献
研
究
〕
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い
る
が
、
最
終
簡
の
第
二
一
簡
は
、
中
央
下
部
か
ら
下
端
に
か
け

て
、
竹
簡
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
一
が
留
白
と
な
っ
て
い
る
。
李

守
奎
氏
は
「
説
明
」
に
お
い
て
「
内
容
保
存
完
整
」
と
述
べ
て
お

り
、
竹
簡
に
脱
落
し
た
も
の
は
な
い
と
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後

述
す
る
よ
う
に
、『
湯
在
啻
門
』
の
内
容
は
確
か
に
全
体
と
し
て

よ
く
整
っ
て
お
り
、
脱
簡
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
第
一
一
簡
と
第
二
〇
簡
の
二
枚
は
竹
簡
の
上
端
か
ら
第

一
編
痕
の
付
近
ま
で
が
、
ま
た
第
三
・
四
・
五
・
六
・
一
二
・
一

四
・
一
八
簡
の
七
枚
は
第
三
編
痕
付
近
か
ら
竹
簡
の
下
端
ま
で
が

残
欠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
残
欠
し
た
部
分
は
い
ず
れ
も
簡
端
に

近
い
部
分
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
竹
簡
の
残
欠
に
よ
っ
て

失
わ
れ
た
文
字
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、『
湯
在
啻
門
』
の
竹
簡
は
、
竹
簡
の
背
面
に
順
序
を
示

す
編
号
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
劃
痕
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
篇

題
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
湯
在
啻
門
』
は
、
第
一
簡
の
字
句
か

ら
つ
け
ら
れ
た
仮
題
で
あ
る
（
注
3
）
。

『
湯
在
啻
門
』
の
釈
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
（
注
4
）
。

【
本
文
】

正
月
己
亥
、
湯
在
啻
門
、
問
於
小
臣
、「
古
之
先
帝
亦
有
良
言

情
至
於
今
乎
。」
小
臣
答
【
一
】
曰
、「
有
哉
。
如
無
有
良
言
情
至

於
今
、
則
何
以
成
人
。
何
以
成
邦
。
何
以
成
地
。
何
以
成
【
二
】

天
。」湯

又
問
於
小
臣
曰
、「
幾
言
成
人
。
幾
言
成
邦
。
幾
言
成
地
。

幾
言
成
天
。」
小
臣
答
曰
【
三
】、「
五
以
成
人
、
德
以
光
之
。
四

以
成
邦
、
五
以
相
之
。
九
以
成
地
、
五
以
將
［
之
］。
九
以
成
天
、

六
【
四
】
以
行
之
。」

湯
又
問
於
小
臣
曰
、「
人
何
得
以
生
。
何
多
以
長
。
孰
少
而
老
。

胡
猶
是
人
、
而
【
五
】
一
惡
一
好
。」
小
臣
答
曰
、「
唯
彼
五
味
之

気
、
是
哉
以
爲
人
。
其
末
気
、
是
謂
玉
種
。
一
月
始
【
六
】
揚
、

二
月
乃
裹
、
三
月
乃
形
、
四
月
乃
固
、
五
月
或
褎
、
六
月
生
肉
、

七
月
乃
肌
、
八
月
乃
正
、【
七
】
九
月
解
章
、
十
月
乃
成
、
民
乃

時
生
。
其
気
朁
歜
發
治
、
是
其
爲
長
、
且
好
哉
。
其
気
奮
【
八
】

昌
、
是
其
爲
當
壯
。
気
融
交
以
備
、
是
其
爲
力
。
気
促
乃
老
、
気

徐
乃
猷
、
気
逆
亂
以
方
、【
九
】
是
其
爲
疾
殃
。
気
屈
乃
終
、
百

志
皆
窮
。」

湯
又
問
於
小
臣
、「
夫
四
以
成
邦
、
五
以
相
之
、【
一
〇
】
何

也
。」
小
臣
答
曰
、「
唯
彼
四
神
、
是
謂
四
正
、
五
以
相
之
、
德
・

事
・
役
・
政
・
刑
。」

湯
又
問
於
【
一
一
】
小
臣
、「
美
德
奚
若
。
惡
德
奚
若
。
美
事

奚
若
。
惡
事
奚
若
。
美
役
奚
若
。
惡
役
奚
若
。
美
【
一
二
】
政
奚

若
。
惡
政
奚
若
。
美
刑
奚
若
。
惡
刑
奚
若
。」
小
臣
答
、「
德
濬
明

執
信
以
義
成
、
此
謂
【
一
三
】
美
德
、
可
以
保
成
。
德
變
亟
執
譌
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以
亡
成
、
此
謂
惡
德
、
雖
成
又
瀆
。
起
事
有
穫
、
民
長
【
一
四
】

頼
之
、
此
謂
美
事
。
起
事
無
穫
、
病
民
無
故
、
此
謂
惡
事
。
起
役

時
順
、
民
備
不
庸
、
此
謂
【
一
五
】
美
役
。
起
役
不
時
、
大
費
於

邦
、
此
謂
惡
役
。
政
簡
以
成
、
此
謂
美
政
。
政
禍
亂
以
無
常
、
民

【
一
六
】
咸
解
體
自
恤
、
此
謂
惡
政
。
刑
輕
以
不
方
、
此
謂
美
刑
。

刑
重
以
無
常
、
此
謂
惡
刑
。」

湯
又
【
一
七
】
問
於
小
臣
、「
九
以
成
地
、
五
以
將
之
、
何
也
。」

小
臣
答
曰
、「
唯
彼
九
神
、
是
謂
地
真
、
五
以
將
之
、【
一
八
】

水
・
火
・
金
・
木
・
土
、
以
成
五
曲
、
以
植
五
穀
。」

湯
又
問
於
小
臣
、「
夫
九
以
成
天
、
六
以
行
之
、
何
也
。」
小

【
一
九
】
臣
答
曰
、「
唯
彼
九
神
、
是
謂
九
宏
、
六
以
行
之
、
晝
、

夜
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
各
司
不
解
、
此
惟
事
首
、
亦
【
二
〇
】

惟
天
道
。」

湯
曰
、「
天
尹
、
唯
古
之
先
帝
之
良
言
、
則
何
以
改
之
。」【
二

一
】

【
書
き
下
し
文
】

正
月
己
亥
、
湯
啻
門
に
在
り
て
、
小
臣
に
問
う
、「
古
の
先
帝

亦
た
良
言
の
情ま
こ
とに
今
に
至
る
こ
と
有
る
か
」
と
。
小
臣
答
え
て
曰

く
、「
有
る
か
な
。
如
し
良
言
の
情
に
今
に
至
る
こ
と
有
る
無
け

れ
ば
、
則
ち
何
ぞ
以
て
人
を
成
さ
ん
。
何
ぞ
以
て
邦
を
成
さ
ん
。

何
ぞ
以
て
地
を
成
さ
ん
。
何
ぞ
以
て
天
を
成
さ
ん
。」

湯
又
た
小
臣
に
問
い
て
曰
く
、「
幾な
に

を
か
人
を
成
す
と
言
う
。

幾
を
か
邦
を
成
す
と
い
う
。
幾
を
か
地
を
成
す
と
言
う
。
幾
を
か

天
を
成
す
と
言
う
」
と
。
小
臣
答
え
て
曰
く
、「
五
以
て
人
を
成

し
、
徳
以
て
之
を
光ひ
ろ

く
す
。
四
以
て
邦
を
成
し
、
五
以
て
之
を
相た
す

く
。
九
以
て
地
を
成
し
、
五
以
て
之
を
将た
す

く
。
九
以
て
天
を
成

し
、
六
以
て
之
を
行め
ぐ

ら
す
」
と
。

湯
又
た
小
臣
に
問
い
て
曰
く
、「
人
何
を
か
得
て
以
て
生
ず
。

何
を
か
多
く
し
て
以
て
長
ず
。
孰な
に

を
か
少
く
し
て
老
う
。
胡
ぞ
猶お
な

じ
く
是
れ
人
に
し
て
、
一あ
る

も
の
は
悪
し
く
、
一
も
の
は
好よ

き
か
」

と
。
小
臣
答
え
て
曰
く
、「
唯
だ
彼
の
五
味
の
気
あ
り
、
是
れ
哉は
じ

め
に
し
て
以
て
人
を
為
す
。
其
の
末
気
、
是
れ
を
玉
種
と
謂
う
。

一
月
始
揚
し
、
二
月
乃
ち
裹つ
つ

み
、
三
月
乃
ち
形
わ
れ
、
四
月
乃
ち

固
ま
り
、
五
月
褎の

び
る
こ
と
或あ

り
、
六
月
肉
を
生
じ
、
七
月
乃
ち

肌
あ
り
、
八
月
乃
ち
正さ
だ

ま
り
、
九
月
章
を
解わ
か

ち
、
十
月
乃
ち
成

り
、
民
乃
ち
時こ

れ
生
ず
。
其
の
気
の
朁
歜
発
治
す
る
や
、
是
れ
其

れ
長
と
為
る
、
且
そ
も
そ
も

好
き
か
な
。
其
の
気
の
奮
昌
す
る
や
、
是
れ

其
れ
当
壮
と
為
る
。
気
融
交
し
て
以
て
備
は
る
、
是
れ
其
れ
力
と

為
る
。
気
促せ
ま

り
て
乃
ち
老
い
、
気
徐
ゆ
る
や
かに
し
て
乃
ち
猷や

み
、
気
逆

乱
し
て
以
て
方や
ぶ

る
、
是
れ
其
れ
疾
殃
と
為
る
。
気
屈
し
て
乃
ち
終

り
、
百
志
皆
窮
ま
る
」
と
。

湯
又
た
小
臣
に
問
う
、「
夫
れ
四
以
て
邦
を
成
し
、
五
以
て
之

を
相
く
と
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
小
臣
答
え
て
曰
く
、「
唯
だ
彼
の

（ 76 ）



四
神
、
是
れ
を
四
正
と
謂
う
、
五
以
て
之
を
相
く
る
は
、
徳
・

事
・
役
・
政
・
刑
な
り
」
と
。

湯
又
た
小
臣
に
問
う
、「
美
徳
と
は
奚い
か
ん若
。
悪
徳
と
は
奚
若
。

美
事
と
は
奚
若
。
悪
事
と
は
奚
若
。
美
役
と
は
奚
若
。
悪
役
と
は

奚
若
。
美
政
と
は
奚
若
。
悪
政
と
は
奚
若
。
美
刑
と
は
奚
若
。
悪

刑
と
は
奚
若
」
と
。
小
臣
答
え
て
、「
徳　

濬
明
に
し
て
信
を
執

り
て
以
て
義　

成
る
、
此
れ
を
美
徳
と
謂
う
、
以
て
保
成
す
可

し
。
徳　

変い
つ
わり

亟
に
し
て
譌
を
執
り
て
以
て
成
る
亡
し
、
此
れ
を

悪
徳
と
謂
う
、
成
る
と
雖
も
又
た
瀆や
ぶ

る
。
事
を
起
し
て
穫
る
有
り

て
、
民
長
く
之
に
頼よ

る
、
此
れ
を
美
事
と
謂
う
。
事
を
起
す
も
穫

る
無
く
、
民
を
病
ま
し
め
て
故ゆ
ゑ

無
し
、
此
れ
を
悪
事
と
謂
う
。
役

を
起
こ
す
に
時
順
し
、
民
の
備
え
は
庸も
ち

い
ず
、
此
れ
を
美
役
と
謂

う
。
役
を
起
こ
す
に
時
な
ら
ず
、
大
い
に
邦
を
費
す
、
此
れ
を
悪

役
と
謂
う
。
政　

簡
に
し
て
以
て
成
る
、
此
れ
を
美
政
と
謂
う
。

政　

禍
亂
あ
り
て
以
て
常
無
く
、
民
咸
な
解
体
し
て
自
ら
恤や
す

ん
ぜ

ん
と
す
、
此
れ
を
悪
政
と
謂
う
。
刑
軽
く
以
て
方や
ぶ

ら
ず
、
此
れ
を

美
刑
と
謂
う
。
刑
重
く
以
て
常
無
し
、
此
れ
を
悪
刑
と
謂
う
」

と
。湯

又
た
小
臣
に
問
う
、「
九
以
て
地
を
成
し
、
五
以
て
之
を
将た
す

く
と
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
小
臣
答
え
て
曰
く
、「
唯
れ
彼
の
九
神
、

是
れ
を
地
真
と
謂
う
、
五
以
て
之
を
将
く
と
は
、
水
・
火
・
金
・

木
・
土
、
以
て
五
曲
を
成
し
、
以
て
五
穀
を
植
う
る
な
り
」
と
。

湯
又
た
小
臣
に
問
う
、「
夫
れ
九
以
て
天
を
成
し
、
六
以
て
之

を
行
ら
す
と
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
小
臣
答
え
て
曰
く
、「
唯
れ
彼

の
九
神
、
是
れ
を
九
宏
と
謂
い
、
六
以
て
之
を
行
ら
す
と
は
、

昼
・
夜
・
春
・
夏
・
秋
・
冬
、
各
お
の
司
り
て
解お
こ
たら
ず
、
此
れ
を

惟
れ
事
首
、
亦
た
惟
れ
天
道
な
り
」
と
。

湯
曰
く
、「
天
尹
、
唯
れ
古
の
先
帝
の
良
言
、
則
ち
何
ぞ
以
て

之
を
改
め
ん
」
と
。

【
現
代
語
訳
】

正
月
の
己
亥
の
日
に
、
湯
王
は
啻
門
に
お
い
て
、
伊
尹
に
尋
ね

た
。「
古
代
の
帝
王
は
、
そ
の
善
言
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る

か
。」
伊
尹
は
答
え
て
い
っ
た
。「
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
も

（
古
代
の
帝
王
の
）
善
言
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

（
後
の
王
者
は
）
ど
う
や
っ
て
人
を
成
就
さ
せ
ま
し
ょ
う
か
。
ど

う
や
っ
て
邦
を
成
就
さ
せ
ま
し
ょ
う
か
。
ど
う
や
っ
て
地
を
成
就

さ
せ
ま
し
ょ
う
か
。
ど
う
や
っ
て
天
を
成
就
さ
せ
ま
し
ょ
う
か
。」

湯
王
は
ま
た
伊
尹
に
尋
ね
て
言
っ
た
。「
何
が
人
を
成
就
さ
せ

る
と
言
う
の
か
。
何
が
邦
を
成
就
さ
せ
る
と
言
う
の
か
。
何
が
地

を
成
就
さ
せ
る
と
言
う
の
か
。
何
が
天
を
成
就
さ
せ
る
と
言
う
の

か
」。
伊
尹
が
答
え
て
言
っ
た
。「
五
つ
の
も
の
が
人
を
成
就
さ

せ
、
徳
が
以
て
人
を
大
き
く
し
ま
す
。
四
つ
の
も
の
が
邦
を
成
就

さ
せ
、
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
ま
す
。
九
つ
の
も
の
が
地
を
成
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就
さ
せ
、
五
つ
の
も
の
が
地
を
助
け
ま
す
。
九
つ
の
も
の
が
天
を

成
就
さ
せ
、
六
つ
の
も
の
が
天
を
運
行
さ
せ
ま
す
。」

湯
王
は
ま
た
伊
尹
に
尋
ね
て
言
っ
た
。「
人
は
何
を
得
て
生
ず

る
の
か
。
何
を
増
加
さ
せ
て
成
長
す
る
の
か
。
何
を
減
少
さ
せ
て

老
い
る
の
か
。
ど
う
し
て
同
じ
く
人
で
あ
り
な
が
ら
、
或
る
も
の

は
悪
く
、
或
る
も
の
は
好
い
と
い
っ
た
差
が
あ
る
の
か
。」
伊
尹

が
答
え
て
い
っ
た
。「
そ
れ
は
五
味
の
気
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
五

味
の
気
が
は
じ
ま
り
と
な
り
人
を
つ
く
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
も

精
微
な
気
の
こ
と
を
玉
種
と
い
い
ま
す
。（
胎
児
は
）
始
め
の

一
ヶ
月
の
段
階
で
発
生
し
、
二
ヶ
月
で
輪
郭
と
な
る
形
が
で
き
始

め
、
三
ヶ
月
で
そ
の
外
形
が
は
っ
き
り
と
し
、
四
ヶ
月
で
外
形
が

し
っ
か
り
固
ま
り
、
五
ヶ
月
で
腕
が
伸
び
、
六
ヶ
月
で
肉
が
付

き
、
七
ヶ
月
で
筋
肉
と
皮
膚
と
が
で
き
、
八
ヶ
月
で
（
体
が
）
確

定
し
、
九
ヶ
月
で
男
女
を
判
別
し
、
十
ヶ
月
で
完
成
し
て
、
民
は

こ
う
し
て
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
気
が
多
く
な
り
奮
い
立
ち
、
通
じ

て
治
ま
る
と
、
長
寿
と
な
り
よ
く
な
り
ま
し
ょ
う
。（
身
体
を
構

成
す
る
）
気
が
奮
い
立
ち
盛
ん
に
な
る
と
、（
そ
の
身
体
は
）
盛

ん
に
な
り
ま
す
。
気
は
性
交
に
よ
っ
て
（
身
体
に
）
あ
ま
ね
く
行

き
渡
り
ま
す
。
こ
う
し
て
力
が
生
じ
ま
す
。
気
が
不
足
す
る
と
老

い
、
気
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
と
（
身
体
の
活
動
が
）
止
ま
り
、
気

が
乱
れ
て
（
そ
の
働
き
が
）
損
な
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
病
や
災

い
が
生
じ
ま
す
。
気
が
尽
き
て
し
ま
う
と
（
身
体
の
活
動
は
）
な

く
な
り
、
意
欲
が
な
く
な
り
ま
す
。」

湯
王
は
ま
た
伊
尹
に
尋
ね
て
言
っ
た
。「
四
つ
の
も
の
が
邦
を

成
就
さ
せ
、
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

か
。」
伊
尹
が
答
え
て
い
っ
た
。「（
四
つ
の
も
の
と
は
）
四
神
の

こ
と
を
指
し
、
四
正
と
申
し
ま
す
。
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
る

と
は
、
徳
・
事
・
役
・
政
、
刑
の
こ
と
で
す
。」

湯
王
は
ま
た
伊
尹
に
尋
ね
て
言
っ
た
。「
美
徳
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
悪
徳
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
美
事
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
悪
事
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
美
役
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
悪
役
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
美
政
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
悪
政
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
美
刑
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
悪
刑
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。」
伊
尹

が
答
え
て
い
っ
た
。「
徳
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
信
用
が
得
ら
れ
て

い
て
正
義
が
行
わ
れ
て
い
る
、
こ
れ
が
美
徳
と
い
う
も
の
で
す
。

美
徳
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
（
天
下
を
）
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
。
徳
に
つ
い
て
は
（
そ
れ
を
）
詐
り
、
事
を
急
い
で
（
徳

が
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
）
見
せ
か
け
、（
統
治
を
）
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
な
い
、
こ
れ
が
悪
徳
と
い
う
も
の
で
す
。（
そ
う
い
う

統
治
の
や
り
方
で
は
、
仮
に
一
旦
は
統
治
が
）
完
成
し
て
も
、
崩

壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
事
業
に
着
手
し
た
際
に
は
そ
の
成
果
が
上

が
り
、
民
衆
が
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
成
果
か
ら
利
益
を
得
る
こ

と
を
美
事
と
い
い
ま
す
。
事
業
に
着
手
し
な
が
ら
も
、
そ
の
成
果
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が
上
が
ら
ず
、
民
に
災
い
を
も
た
ら
し
て
道
理
が
な
い
こ
と
を
悪

事
と
い
い
ま
す
。
事
業
に
着
手
す
る
に
あ
た
っ
て
（
起
工
す
る
）

時
期
が
道
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
民
の
力
は
そ
れ
を
用
い
て
働
か

せ
る
こ
と
が
な
い
の
を
美
役
と
い
い
ま
す
。
事
業
に
着
手
す
る
に

あ
た
っ
て
（
起
工
す
る
）
時
期
が
適
切
で
は
な
く
、
国
家
を
甚
だ

し
く
消
耗
さ
せ
る
こ
と
を
悪
役
と
い
い
ま
す
。
統
治
の
内
容
が
簡

潔
で
上
手
く
い
く
こ
と
を
美
政
と
い
い
ま
す
。
統
治
が
混
乱
し
て

一
定
で
は
な
く
、
民
が
皆
（
為
政
者
か
ら
）
離
反
し
て
自
力
で
生

活
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
悪
政
と
い
い
ま
す
。
刑
罰
が
軽
く

（
一
般
の
民
の
生
活
を
）
害
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
美
刑
と
い

い
ま
す
。
刑
罰
が
重
く
（
そ
の
基
準
が
）
一
定
で
は
な
い
こ
と
を

悪
刑
と
い
い
ま
す
。」

湯
王
は
ま
た
伊
尹
に
尋
ね
て
言
っ
た
。「
九
つ
の
も
の
が
地
を

成
就
さ
せ
、
五
つ
の
も
の
が
地
を
助
け
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。」
伊
尹
が
答
え
て
い
っ
た
。「
九
神
の
こ
と
を
、
地
真
と
い
い

ま
す
。
五
つ
の
も
の
が
地
を
助
け
る
と
は
、
水
・
火
・
金
・
木
・

土
の
五
行
が
、
五
つ
の
方
向
を
構
成
し
、
五
つ
の
穀
物
を
育
て
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。」

湯
王
は
ま
た
伊
尹
に
尋
ね
て
言
っ
た
。「
九
つ
の
も
の
が
天
を

成
就
さ
せ
、
六
つ
の
も
の
が
天
を
運
行
さ
せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。」
伊
尹
が
答
え
て
い
っ
た
。「
九
神
の
こ
と
を
、
九
宏
と
い

い
ま
す
。
六
つ
も
の
も
が
運
行
さ
せ
る
と
は
、
昼
・
夜
・
春
・

夏
・
秋
・
冬
が
、
そ
れ
ぞ
れ
交
代
し
て
時
間
を
構
成
し
、
そ
の
交

代
を
怠
る
こ
と
が
無
い
こ
と
を
、
事
首
（
あ
ら
ゆ
る
事
の
発
端
）

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
天
道
の
働
き
で
す
。」

湯
王
が
言
っ
た
。「
伊
尹
よ
、
古
の
先
帝
の
良
言
は
、
ど
う
し

て
そ
れ
を
改
め
よ
う
か
（
改
め
る
と
こ
ろ
は
無
い
、
謹
ん
で
従
お

う
）。」二　

『
湯
在
啻
門
』
の
内
容
と
構
成

本
章
で
は
、『
湯
在
啻
門
』
全
体
の
内
容
と
構
成
と
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

『
湯
在
啻
門
』
は
、
湯
王
と
小
臣
（
伊
尹
）
と
の
問
答
を
記
し

た
文
献
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
問
答
の
行
わ
れ
た
時
は

「
正
月
己
亥
」、
場
所
は
「
啻
門
」
と
の
設
定
が
な
さ
れ
た
後
、
湯

王
と
伊
尹
と
の
間
で
七
つ
の
質
問
と
七
つ
の
回
答
と
が
交
互
に
行

わ
れ
、
最
後
は
湯
王
の
発
言
で
締
め
く
く
ら
れ
る
、
と
の
構
成
に

な
っ
て
い
る
（
注
5
）
。
湯
王
と
伊
尹
と
の
間
で
重
ね
て
行
わ
れ
て
い

る
問
答
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
内
容
的
に
よ
く

か
み
合
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
二
人
の
問
答
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
湯

王
は
伊
尹
に
対
し
て
、
先
ず
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
が
今
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
第
一
の
質
問
を
す
る
。
こ
の
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湯
王
の
第
一
の
質
問
に
対
し
て
伊
尹
は
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良

言
」
は
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
後
世
の
王
者
は
「
成

人
」（
人
を
整
え
、
成
就
さ
せ
る
こ
と
）・「
成
邦
」（
邦
を
整
え
る

こ
と
）・「
成
地
」（
地
を
整
え
る
こ
と
）・「
成
天
」（
天
を
整
え
る

こ
と
）
が
で
き
よ
う
か
と
、
第
一
の
回
答
を
す
る
。「
成
人
・
成

邦
・
成
地
・
成
天
」
は
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
が
伝
わ
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
は
、
人
・
国
家
・
地
・
天
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
べ
き
理
想
的
な

あ
り
方
に
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
指
し
、
い
ず
れ
も
王
者
の
行

う
べ
き
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
6
）
。

次
い
で
湯
王
は
、
伊
尹
の
回
答
の
中
に
登
場
し
た
「
成
人
・
成

邦
・
成
地
・
成
天
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
尋
ね
る
第

二
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
尹
は
、
五
つ
の
も
の
が
人

を
整
え
、
徳
が
人
を
大
き
く
し
、
ま
た
四
つ
の
も
の
が
邦
を
整

え
、
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
、
更
に
九
つ
の
も
の
が
地
を
整

え
、
五
つ
の
も
の
が
地
を
助
け
、
九
つ
の
も
の
が
天
を
整
え
、
六

つ
の
も
の
が
天
を
運
行
さ
せ
る
と
、
第
二
の
回
答
を
す
る
。

続
い
て
湯
王
は
、
人
は
何
を
得
て
生
ず
る
の
か
、
何
を
増
加
さ

せ
て
成
長
す
る
の
か
、
何
を
減
少
さ
せ
て
老
い
る
の
か
、
ど
う
し

て
同
じ
く
人
で
あ
り
な
が
ら
或
る
も
の
は
悪
く
、
或
る
も
の
は
好

い
と
い
っ
た
差
が
あ
る
の
か
、
と
第
三
の
質
問
を
行
う
。
こ
の
質

問
は
、
伊
尹
の
第
一
・
第
二
の
回
答
の
中
に
登
場
す
る
「
成
人
」

に
つ
い
て
特
に
焦
点
を
当
て
た
問
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
伊
尹
は
、
そ
れ
は
「
五
味
の
気
」
の
働
き
に
よ
る
の
だ
と

し
、
五
味
の
気
が
も
と
と
な
っ
て
人
を
つ
く
る
の
で
あ
り
、
特
に

そ
の
気
の
中
で
も
精
妙
な
気
の
こ
と
を
「
玉
種
」
と
呼
ぶ
と
述
べ

た
上
で
、
胎
児
が
十
ヶ
月
で
成
長
す
る
過
程
に
つ
い
て
月
ご
と
に

段
階
を
追
っ
て
説
明
し
、
続
い
て
、
出
生
し
て
か
ら
後
に
壮
年
に

至
る
ま
で
の
成
長
の
過
程
、
更
に
は
疾
病
の
発
生
原
因
を
含
む
死

に
至
る
ま
で
の
身
体
に
関
わ
る
現
象
を
気
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
説

明
す
る
、
第
三
の
回
答
を
す
る
。

次
い
で
湯
王
は
、
伊
尹
の
第
二
の
回
答
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

「
四
つ
の
も
の
が
邦
を
整
え
、
五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
る
」
こ

と
の
内
容
を
尋
ね
る
第
四
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
尹

は
、
四
つ
の
も
の
と
は
四
神
の
こ
と
で
、
四
正
と
も
呼
ぶ
こ
と
、

五
つ
の
も
の
が
邦
を
助
け
る
と
は
徳
・
事
・
役
・
政
・
刑
の
こ
と

で
あ
る
と
、
第
四
の
回
答
を
す
る
。

続
い
て
湯
王
は
、
伊
尹
の
第
四
の
回
答
中
に
登
場
し
た
徳
・

事
・
役
・
政
・
刑
の
五
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
で
あ
る
も

の
と
悪
で
あ
る
も
の
と
を
尋
ね
る
第
五
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
伊
尹
は
、
君
主
が
信
を
守
り
義
を
実
践
す
る
こ
と
、
君
主

の
興
す
事
業
が
成
果
を
挙
げ
て
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
、
民
を
動

員
す
る
場
合
に
時
宜
を
得
て
お
り
、
民
に
負
担
を
か
け
な
い
こ

と
、
統
治
が
簡
素
で
成
果
を
出
す
こ
と
、
刑
罰
が
軽
く
民
の
生
活
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を
害
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
な
る
も
の
、
君

主
が
偽
っ
て
義
を
実
践
し
な
い
こ
と
、
事
業
を
興
し
て
も
成
果
が

上
が
ら
ず
、
正
当
な
理
由
も
無
く
民
を
苦
し
め
る
こ
と
、
民
に
役

務
を
課
す
こ
と
が
時
宜
を
得
ず
、
国
庫
か
ら
の
支
出
が
多
大
な
こ

と
、
統
治
が
乱
れ
て
安
定
せ
ず
、
民
が
為
政
者
を
頼
ら
ず
自
力
で

生
活
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
刑
罰
が
重
く
、
し
か
も
基
準
が
定

ま
ら
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悪
な
る
も
の
と
す
る
。

次
い
で
湯
王
は
、
伊
尹
の
第
二
の
回
答
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
た

「
九
つ
の
も
の
が
地
を
整
え
、
五
つ
の
も
の
が
地
を
助
け
る
」
こ

と
の
内
容
を
尋
ね
る
、
第
六
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊

尹
は
、
九
つ
の
も
の
は
九
神
の
こ
と
で
あ
り
、
地
真
と
も
呼
ぶ
こ

と
、
五
つ
の
も
の
は
水
・
火
・
金
・
木
・
土
の
五
行
で
あ
り
、
そ

れ
ら
が
地
を
助
け
る
と
は
、
五
行
が
五
つ
の
方
向
を
構
成
し
、
五

つ
の
穀
物
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
、
と
第
六
の
回
答
を
す
る
。

続
け
て
湯
王
は
、
や
は
り
伊
尹
の
第
二
の
回
答
中
に
述
べ
ら
れ

て
い
た
「
九
つ
の
も
の
が
天
を
整
え
、
六
つ
の
も
の
が
天
を
運
行

さ
せ
る
」
こ
と
の
内
容
を
尋
ね
る
、
第
七
の
質
問
を
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
伊
尹
は
、
九
つ
の
も
の
は
九
神
の
こ
と
で
あ
り
、
九
宏

と
も
呼
ぶ
こ
と
、
六
つ
の
も
の
は
昼
・
夜
・
春
・
夏
・
秋
・
冬
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
天
を
運
行
さ
せ
る
と
は
、
そ
の
昼
夜
と
四
時
と
が

怠
る
こ
と
な
く
交
代
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
す
べ
て
の

事
象
の
発
端
で
、
天
道
の
働
き
で
あ
る
と
、
第
七
の
回
答
を
す
る
。

こ
の
後
湯
王
は
、
古
の
先
帝
の
良
言
に
は
改
め
な
け
ら
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
が
な
い
と
述
べ
る
第
八
の
発
言
を
行
っ
て
、
先
帝
の

良
言
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
発
言
で
本
文
献
は

終
わ
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
『
湯
在
啻
門
』
の
内
容
と
構
成
に
関
し
て
特
に

注
意
す
べ
き
点
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

先
ず
第
一
に
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
問
答
と
い
う
体
裁
、
及
び
そ

の
問
答
の
内
容
が
王
者
の
行
為
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
文
献
は
『
尚
書
』
と
何
ら
か
の
関
連
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
今

の
と
こ
ろ
『
湯
在
啻
門
』
が
『
尚
書
』
中
の
一
篇
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
同
じ
く
清

華
簡
に
含
ま
れ
、
か
つ
古
文
『
尚
書
』
の
一
篇
と
考
え
ら
れ
る

『
尹
誥
』
と
体
裁
が
類
似
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、『
湯
在
啻

門
』
は
『
尚
書
』
と
関
連
が
あ
る
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
間
で
重
ね
て
行
わ
れ
て
い
る
問
答

が
、
内
容
的
に
緊
密
に
対
応
し
、『
湯
在
啻
門
』
の
構
成
が
全
体

と
し
て
概
ね
よ
く
整
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
は
今
に
伝
わ
っ
て
い

る
か
ど
う
か
と
問
う
湯
王
の
第
一
の
質
問
と
、「
古
之
先
帝
」
の

「
良
言
」
は
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
後
世
の
王
者
は
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「
成
人
・
成
邦
・
成
地
・
成
天
」
が
で
き
な
い
と
す
る
伊
尹
の
第

一
の
回
答
と
、
ま
た
そ
の
伊
尹
の
第
一
の
回
答
と
、「
成
人
・
成

邦
・
成
地
・
成
天
」
の
内
容
を
問
う
湯
王
の
第
二
の
質
問
と
は
、

内
容
的
に
緊
密
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
湯
王
の
第
二
の
質

問
と
「
成
人
・
成
邦
・
成
地
・
成
天
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

「
五
・
四
・
九
」
な
ど
の
数
を
示
し
て
答
え
る
伊
尹
の
第
二
の
回

答
と
、
更
に
こ
の
伊
尹
の
第
二
の
回
答
を
受
け
て
以
下
に
続
く
と

こ
ろ
の
、「
成
人
」
に
つ
い
て
の
湯
王
の
第
三
の
質
問
、
及
び

「
成
邦
」
に
つ
い
て
の
湯
王
の
第
四
・
第
五
の
質
問
、
並
び
に

「
成
地
」
に
つ
い
て
の
湯
王
の
第
六
の
質
問
、
更
に
「
成
天
」
に

つ
い
て
の
第
七
の
質
問
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
伊
尹
の
第
三
か

ら
第
七
の
回
答
と
は
、
い
ず
れ
も
内
容
的
に
緊
密
に
対
応
し
て
い

る
。『

湯
在
啻
門
』
の
内
容
と
構
成
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
第
三
の

点
は
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
は
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
本
文
中

に
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
湯
王
の
最
初
の
問
い
と

最
後
の
発
言
と
は
、
と
も
に
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
に
言
及

し
て
お
り
、
本
文
献
は
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
を
発
端
と
し

て
展
開
し
、
か
つ
そ
の
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
に
収
斂
し
て

い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
文
献
の
枠
組
み
は
全
体
と
し
て
「
古
之

先
帝
」
の
「
良
言
」
を
基
軸
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
ま
っ
た
く
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
文
献
に
お
い
て
は
、「
良
言
」
を
発

し
た
「
古
之
先
帝
」
が
果
た
し
て
誰
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
も

ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
注
7
）
。

湯
王
の
伊
尹
に
対
す
る
第
一
の
質
問
は
、「
古
之
先
帝
」
の

「
良
言
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
も
の
で
あ
り
、

「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
そ
の
も
の
を
問
う
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
以
下
の
質
問
も
す
べ
て
、
伊
尹
が
回
答
し
た
内
容
に

対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
湯
王
の
問
い
に
緊

密
に
対
応
し
て
い
る
伊
尹
の
回
答
に
も
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良

言
」
は
直
接
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
文
献
の
中
心
と

な
る
部
分
は
、
湯
王
の
問
い
に
対
す
る
伊
尹
の
回
答
で
あ
り
、
中

で
も
湯
王
の
第
二
か
ら
第
七
の
質
問
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
、

「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
は
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
な
け

れ
ば
後
世
の
王
者
は
成
人
・
成
邦
・
成
地
・
成
天
が
で
き
な
い
と

す
る
第
一
の
回
答
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
8
）
。

『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
具
体
的
な
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」

に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
象
は
、「
古

之
先
帝
」
の
「
良
言
」
を
伝
承
す
る
と
さ
れ
る
も
の
が
本
文
献
と

は
別
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
『
湯
在
啻
門
』
の
成
立
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す
る
前
提
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
、
そ
の
別
に
存
在

す
る
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
と
は
、
お
そ
ら
く
『
尚
書
』
に

含
ま
れ
る
虞
書
や
夏
書
と
い
っ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
本
文
献
の
結
末
に
お
け
る
湯
王
の
最

後
の
発
言
で
あ
る
。
湯
王
は
最
後
の
発
言
で
、「
唯
れ
古
の
先
帝

の
良
言
、
則
ち
何
ぞ
以
て
之
を
改
め
ん
」
と
、
古
の
先
帝
の
良
言

を
ど
う
し
て
改
め
よ
う
か
、
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は

な
い
と
述
べ
、
先
帝
の
良
言
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
を
宣
言
し
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
発
言
だ
け
を
見
る
と
、
こ
の
時
点
で
湯
王

は
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
を
既
に
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
献
の
冒
頭
で
湯
王
は
、「
古

之
先
帝
」
の
「
良
言
」
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
伊
尹

に
尋
ね
て
お
り
、
従
っ
て
そ
も
そ
も
湯
王
は
「
古
之
先
帝
」
の

「
良
言
」
を
知
ら
な
い
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
文
献
中
に
は
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
が
具
体
的
に
は

登
場
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
湯
王
が
「
古
之
先
帝
」
の

「
良
言
」
の
具
体
的
な
内
容
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
対
話
の
最
後
に

そ
の
「
良
言
」
を
改
め
ず
に
従
う
と
宣
言
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
い
さ
さ
か
奇
妙
に
感
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、『
湯

在
啻
門
』
が
成
立
し
た
時
点
で
、「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
を

伝
承
す
る
と
さ
れ
る
も
の
が
別
に
存
在
す
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と

と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
を
前
提
と
し
て
こ
の
文
献
が
成

立
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
（
注
9
）
。

以
上
の
よ
う
に
、『
湯
在
啻
門
』
は
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
問
答

と
い
う
体
裁
、
及
び
そ
の
内
容
か
ら
、『
尚
書
』
と
の
何
ら
か
の

関
連
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
湯
王
と
伊
尹
と
の
対
話

が
緊
密
に
関
連
し
て
展
開
す
る
、
よ
く
整
っ
た
構
成
の
文
献
と
見

受
け
ら
れ
、
そ
し
て
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
を
記
し
た
別
の

資
料
の
存
在
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
加
え
て
、
も
と
よ
り
本
文
献
の
隷
定
や
釈
読
に
は
な
お
検
討

の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
本
文
献
の
表
現
に
は
『
尚

書
』
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
難
解
さ
は
な
く
、
比
較
的
平
易
で
あ

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
更
に
、
詳
し
く
は
次
章
で
述
べ
る
よ

う
に
、『
尚
書
』
や
『
詩
経
』
に
は
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
の
に

対
し
て
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
体
と
精
神
と

に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
時
間
の
経
過
に
伴

う
現
象
を
す
べ
て
気
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん
と
す
る
思
考
の
存
在
が

認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
本
文

献
の
成
立
は
さ
ほ
ど
古
く
は
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
が
、
同
じ
く
清
華
簡
に
含
ま

れ
て
い
る
『
尹
誥
』
の
成
立
に
関
す
る
福
田
哲
之
氏
の
指
摘
で
あ

る
。
福
田
氏
は
「
清
華
簡
『
尹
誥
』
の
思
想
史
的
意
義
」（『
中
国
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研
究
集
刊
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
一
年
六
月
）
に
お
い
て
、
清
華

簡
の
炭
素
一
四
の
年
代
測
定
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
尹
誥
』
の
思

想
や
『
孟
子
』
と
の
間
の
関
連
性
等
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加

え
、『
尹
誥
』
の
成
立
時
期
を
「
お
お
よ
そ
春
秋
末
か
ら
戦
国
前

期
の
間
」
と
推
定
し
て
い
る
。
福
田
氏
は
こ
の
『
尹
誥
』
の
成
立

時
期
の
検
討
に
際
し
て
、
特
に
『
尹
誥
』
に
お
け
る
湯
王
と
伊
尹

と
の
対
話
が
、
伊
尹
の
独
言
を
起
点
と
し
、
そ
の
後
二
人
の
直
接

対
話
が
展
開
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、『
尚
書
』
の
中
で

『
尹
誥
』
と
同
様
に
「
誥
」
の
名
称
を
持
ち
、
最
も
古
層
に
属
す

る
周
書
の
五
誥
の
中
で
は
、
王
と
臣
下
と
が
交
互
に
対
話
す
る
形

式
で
あ
る
点
で
『
洛
誥
』
が
比
較
的
近
い
も
の
の
、『
尹
誥
』
の

よ
う
に
直
接
的
な
対
話
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の

文
体
が
「『
尚
書
』
特
有
の
荘
重
か
つ
晦
渋
な
表
現
」
で
あ
る
点

に
注
目
し
、「『
尹
誥
』
に
見
え
る
直
接
的
な
対
話
対
は
、
史
官
の

記
録
と
し
て
の
『
尚
書
』
の
伝
統
が
薄
れ
、『
論
語
』
な
ど
に
見

え
る
よ
う
な
問
答
対
が
『
尚
書
』
中
に
滲
入
し
て
い
く
時
期
」
の

も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

『
湯
在
啻
門
』
も
、
上
述
の
通
り
、
湯
王
と
伊
尹
と
が
直
接
、

か
つ
繰
り
返
し
問
答
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「『
尚
書
』

特
有
の
荘
重
か
つ
晦
渋
な
表
現
」
も
認
め
ら
れ
な
い
。
も
と
よ

り
、『
尹
誥
』
が
古
文
『
尚
書
』
の
一
篇
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対

し
て
、『
湯
在
啻
門
』
は
『
尚
書
』
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
直
接
示
す
手
が
か
り
は
今
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
な
い
。
ま

た
『
尹
誥
』
に
認
め
ら
れ
る
『
孟
子
』
と
の
強
い
関
連
性
も
明
確

に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、『
湯
在
啻
門
』
と

『
尹
誥
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
な
お
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
湯

在
啻
門
』
の
成
立
が
『
尹
誥
』
の
成
立
よ
り
も
古
い
と
見
な
し
得

る
要
素
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
『
湯
在
啻
門
』

の
成
立
時
期
は
、
お
そ
ら
く
『
尹
誥
』
と
同
様
に
春
秋
末
期
か
ら

戦
国
前
期
に
か
け
て
か
、
或
い
は
『
尹
誥
』
よ
り
も
更
に
後
と
推

測
さ
れ
る
。

な
お
、
整
理
者
で
あ
る
李
守
奎
氏
は
「
説
明
」
に
お
い
て
、

「《
湯
在
啻
門
》
気
象
宏
闊
，
行
文
縝
密
，
思
想
雖
駁
雜
，
但
以
行

道
有
成
為
本
。
從
清
華
簡
所
載
眾
多
的
伊
尹
言
行
，
可
見
戰
國
時

期
伊
尹
故
事
之
盛
行
」（『
湯
在
啻
門
』
は
幅
広
い
内
容
で
、
文
章

の
表
現
は
緻
密
で
あ
り
、
思
想
的
に
は
雑
駁
で
あ
る
が
、
清
華
簡

に
見
ら
れ
る
数
多
く
の
伊
尹
の
言
動
か
ら
は
、
戦
国
時
代
に
お
い

て
伊
尹
の
故
事
が
盛
ん
に
説
か
れ
た
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
）
と
し
、
ま
た
「
以
湯
與
伊
尹
為
依
託
，
成
文
當
在
戰
國
」

（
本
篇
は
湯
王
と
伊
尹
と
に
仮
託
し
て
、
戦
国
時
代
に
成
立
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
）
と
述
べ
て
い
る
。
李
守
奎
氏
は
、『
湯
在
啻
門
』

の
成
立
時
期
を
戦
国
時
代
と
判
断
し
た
根
拠
に
つ
い
て
特
に
述
べ

て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
指
摘
は
概
ね
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
李
守
奎
氏
は
、
論
考
「
漢
代
伊
尹
文
獻
的
分
類
与
清
華
簡
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中
的
伊
尹
」（『
深
圳
大
學
學
報
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
所
収
）
に

お
い
て
、
伊
尹
の
登
場
す
る
清
華
簡
の
五
篇
に
つ
い
て
、
①
戦
国

中
期
に
既
に
流
布
し
て
い
た
「『
尚
書
』
類
文
献
」
で
あ
る
『
尹

誥
』・『
尹
至
』（『
尹
誥
』
は
班
固
の
い
う
五
十
七
篇
『
古
文
書

経
』
の
一
つ
で
、
真
古
文
『
尚
書
』）、
②
「
其
語
浅
薄
」
な
小
説

家
の
言
で
あ
る
『
赤

之
集
湯
之
屋
』、
③
湯
王
と
伊
尹
と
の
故

事
を
記
し
て
言
葉
が
分
か
り
や
す
く
、
内
容
が
雑
駁
で
あ
る
『
湯

處
於
湯
丘
』
と
『
湯
在
啻
門
』
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
し

て
竹
簡
の
形
制
が
同
じ
く
、
ま
た
同
筆
で
あ
る
『
湯
處
於
湯
丘
』

と
『
湯
在
啻
門
』
と
は
、『
尹
誥
』・『
尹
至
』
と
は
明
ら
か
に
性

格
が
異
な
り
、
仮
託
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

李
氏
の
指
摘
も
概
ね
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、『
湯
在
啻
門
』
全
体
の
内
容
と
構
成
と
に

つ
い
て
検
討
し
、
本
文
献
は
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
が
本
文

献
と
は
別
に
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
成
立
時
期
は
お
そ
ら
く
春
秋
末
期
か
ら
戦

国
前
期
に
か
け
て
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

続
い
て
次
章
で
は
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
、
気
に
関
す
る
思
考
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三　
『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考

『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
気
概
念
が
登
場
す
る
の
は
、
湯
王
の

「
人
何
を
か
得
て
以
て
生
ず
。
何
を
か
多
く
し
て
以
て
長
ず
。
孰

を
か
少
く
し
て
老
う
。
胡
ぞ
猶お
な

じ
く
是
れ
人
に
し
て
、
一あ
る

も
の
は

悪
し
く
、
一
も
の
は
好よ

き
か
」
と
の
第
三
の
問
い
に
対
す
る
、
伊

尹
の
第
三
の
回
答
中
の
み
、
つ
ま
り
「
成
人
」
に
つ
い
て
の
湯
王

の
問
い
に
対
す
る
伊
尹
の
回
答
の
中
だ
け
で
あ
る
。「
成
邦
・
成

地
・
成
天
」
に
関
す
る
二
人
の
問
答
の
中
に
気
は
ま
っ
た
く
登
場

し
な
い
。

伊
尹
は
こ
の
第
三
の
回
答
の
中
で
、
先
ず
湯
王
の
問
う
と
こ
ろ

は
す
べ
て
「
五
味
之
気
」
に
よ
る
の
だ
と
答
え
、「
五
味
之
気
」

が
人
間
の
は
じ
ま
り
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
身
体
を
作
る

と
述
べ
る
。
そ
し
て
続
け
て
、「
五
味
の
気
」
の
中
で
も
「
末
気
」、

つ
ま
り
特
に
精
微
な
気
の
こ
と
を
「
玉
種
」
と
呼
ぶ
と
し
、
以

下
、「
末
気
」
が
も
と
と
な
っ
て
人
間
の
身
体
が
十
ヶ
月
で
で
き

る
過
程
、
つ
ま
り
胎
児
が
十
ヶ
月
で
成
長
す
る
人
間
の
発
生
の
過

程
に
つ
い
て
、
月
ご
と
に
段
階
を
追
っ
て
説
明
す
る
。

次
い
で
伊
尹
は
、「
其
の
気
の
朁
歜
発
治
す
る
や
、
是
れ
其
れ

長
と
為
る
、
且
そ
も
そ
も

好
き
か
な
。
其
の
気
の
奮
昌
す
る
や
、
是
れ
其

れ
当
壮
と
為
る
。
気
融
交
し
て
以
て
備
は
る
、
是
れ
其
れ
力
と
為

る
。
気
促せ
ま

り
て
乃
ち
老
い
、
気
徐
ゆ
る
や
かに

し
て
乃
ち
猷や

み
、
気
逆
乱

し
て
以
て
方や
ぶ

る
、
是
れ
其
れ
疾
殃
と
為
る
。
気
屈
し
て
乃
ち
終

り
、
百
志
皆
窮
ま
る
」
と
、
出
生
後
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
人
間
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の
身
体
の
状
況
が
、
そ
の
身
体
内
部
の
気
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
説

明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
気
が
「
朁
歜
発
治
」、
つ
ま
り
出
生

後
の
人
間
の
身
体
の
内
部
に
充
満
し
て
盛
ん
に
な
る
と
、
そ
の
人

間
は
大
き
く
成
長
す
る
。
伊
尹
は
こ
の
気
の
働
き
を
何
と
す
ば
ら

し
い
も
の
か
と
述
べ
、
更
に
人
間
の
身
体
内
部
の
気
が
奮
い
立
ち

盛
ん
に
な
る
と
、
人
間
は
一
人
前
の
大
人
の
身
体
と
な
り
、
そ
し

て
そ
の
身
体
内
部
の
気
は
、
性
交
に
よ
っ
て
身
体
に
あ
ま
ね
く
行

き
渡
り
、
活
力
と
な
る
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
人
間
の
身
体
内
部

の
気
は
そ
の
身
体
内
部
で
流
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
流
通
が

滞
る
と
老
い
、
気
の
流
通
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
と
身
体
の
活
動
が

止
ま
り
、
更
に
気
の
流
通
が
乱
れ
る
と
身
体
の
働
き
が
損
な
わ

れ
、
そ
う
し
た
結
果
と
し
て
疾
病
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て

気
が
尽
き
て
し
ま
う
と
身
体
の
活
動
は
停
止
し
、
意
欲
が
失
わ
れ

る
と
す
る
。
こ
こ
で
伊
尹
の
第
三
の
回
答
は
終
わ
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
伊
尹
の
湯
王
に
対
す
る
第
三
の
回
答
の
中
で

は
、
母
胎
内
で
の
成
長
過
程
か
ら
は
じ
ま
り
、
出
生
し
て
か
ら
後

に
壮
年
に
至
る
ま
で
の
成
長
の
過
程
、
更
に
は
疾
病
の
発
生
原
因

を
含
む
死
に
至
る
ま
で
の
身
体
に
関
わ
る
現
象
が
、
気
の
あ
り
方

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
特
に
人
間
の
死
に
つ
い
て
、
死
は

人
間
の
身
体
内
部
に
お
け
る
気
の
運
動
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
た
め

と
説
明
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
気
の
運
動
が
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
は

「
百
志
」、
す
な
わ
ち
そ
の
人
間
の
精
神
的
活
動
の
停
止
を
も
も
た

ら
す
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
間
の
身
体
内
部
の
気

は
、
い
わ
ば
物
質
的
に
そ
の
身
体
を
構
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
人
間
の
精
神
的
活
動
を
も
構
成
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る

思
考
は
、
人
間
の
身
体
と
精
神
と
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
か
ら
死

に
至
る
ま
で
の
時
間
の
経
過
に
伴
う
現
象
を
す
べ
て
気
に
よ
っ
て

説
明
せ
ん
と
す
る
思
考
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

整
理
者
で
あ
る
李
守
奎
氏
は
「
説
明
」
に
お
い
て
、「
全
篇
論

五
味
之
気
與
生
命
之
關
係
尤
為
詳
盡
，
青
玉
行
気
銘
之
類
的
気
功

養
生
說
當
與
其
有
密
切
關
係
。」（『
湯
在
啻
門
』
は
五
味
の
気
と

生
命
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
が
特
に
詳
細
で
あ
り
、
青

玉
行
気
銘
の
類
い
の
気
功
養
生
説
は
本
篇
の
内
容
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
）
と
述
べ
て
い
る
（
注
10
）
。『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
は
、

人
間
の
身
体
及
び
そ
の
精
神
的
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
か
ら

死
に
至
る
ま
で
を
構
成
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
献
に

お
い
て
、
特
に
そ
の
気
を
操
作
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て

い
な
い
。
こ
の
た
め
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思

考
を
気
功
と
全
く
同
じ
も
の
と
は
見
な
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
両
者
に
お
い
て
気
概
念
自
体
は
い
ず
れ
も
、
基
本
的
に
人
間

の
身
体
内
部
に
存
在
す
る
も
の
で
、
人
間
の
身
体
と
精
神
と
を
構

成
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
あ
り
方
と
密
接
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
李
守
奎
氏
の
指
摘
は
、
概
ね
妥
当
と
考
え
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ら
れ
る
。

『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
に
つ
い
て
特
に
注
目

さ
れ
る
点
は
、
前
述
の
通
り
、『
湯
在
啻
門
』
の
成
立
時
期
が
お
そ

ら
く
春
秋
末
期
か
ら
戦
国
時
代
初
期
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
は
、
戦
国

初
期
以
前
に
既
に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
伊
尹
の
第
一
の
回
答
に
登
場

す
る
「
成
人
・
成
邦
・
成
地
・
成
天
」
の
中
の
、「
成
人
」
に
関

す
る
説
明
に
お
い
て
の
み
気
概
念
が
登
場
し
、「
成
邦
・
成
地
・

成
天
」
に
関
す
る
伊
尹
の
説
明
に
お
い
て
は
一
切
説
か
れ
て
い
な

い
点
も
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
る

道
家
系
の
古
佚
文
献
『
恆
先
』
や
『
凡
物
流
形
』、
郭
店
楚
簡

『
太
一
生
水
』
な
ど
の
道
家
系
の
出
土
文
献
の
中
で
は
、
人
間
の

身
体
の
み
な
ら
ず
、
万
物
す
べ
て
が
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と

の
思
考
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
う
し
た
戦
国
時
代
初
期
以
前

の
道
家
が
説
い
た
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
、

気
概
念
は
基
本
的
に
、
万
物
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
（
注
11
）
。
し
か
し
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
、
気
に
よ
っ
て

変
化
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
「
成
人
」
に
関
連
し
て
の
み
で
あ

り
、
気
の
存
在
す
る
場
所
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
人
間
の

身
体
内
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
湯
在
啻
門
』
は

「
成
人
」
や
「
成
邦
」
に
言
及
す
る
部
分
が
比
較
的
長
く
、
そ
れ

と
較
べ
て
「
成
天
・
成
地
」
に
言
及
す
る
部
分
の
分
量
が
少
な
い

の
だ
が
、「
成
地
」
に
関
し
て
「
五
」
と
し
て
「
水
火
金
木
土
」

の
五
行
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、ま
た
「
成
天
」
に
関
し
て
「
六
」

と
し
て
「
昼
夜
春
夏
秋
冬
」
に
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た

天
や
地
と
い
う
外
界
の
事
象
に
か
か
わ
る
説
明
の
中
で
は
気
が

ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
こ
の
た
め
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る

気
に
関
す
る
思
考
と
戦
国
中
期
以
前
の
道
家
の
説
く
宇
宙
生
成
論

の
中
の
気
に
関
す
る
思
考
と
は
、
気
が
多
様
な
事
象
を
構
成
す
る

と
す
る
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
か
な
り
性
質
の
異
な
る
思
考

で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
（
注
12
）
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
湯
在
啻
門
』
は
湯
王
と
伊
尹
と
の

問
答
と
い
う
、『
尚
書
』
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
体
裁

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
湯
在
啻
門
』
の

中
で
は
「
成
人
」
に
関
し
て
の
み
気
が
説
か
れ
、「
成
邦
・
成

地
・
成
天
」
に
つ
い
て
は
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
本
文
献
は
、
お
そ
ら
く
は
春
秋
末
か
ら
戦
国
初
期
に
か
け

て
、
儒
家
が
気
に
関
す
る
思
考
を
受
容
し
て
、
そ
れ
を
取
り
込
み

つ
つ
成
立
さ
せ
た
文
献
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
尚
書
』
や
『
詩
経
』

に
は
気
が
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
周
知
の
通
り
『
論
語
』
や
『
孟

子
』
な
ど
の
儒
家
の
伝
世
文
献
に
は
人
間
の
身
体
に
関
す
る
気
が

説
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
戦
国
中
期
の
儒
家
系
の
出
土
文
献
に
お

（ 87 ）



い
て
も
専
ら
そ
う
し
た
人
間
の
身
体
に
関
わ
る
気
が
説
か
れ
て
い

る
（
注
13
）
。
す
な
わ
ち
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
の
儒
家
系
の
文
献

に
お
い
て
は
、『
論
語
』・『
孟
子
』・『
荀
子
』
に
お
い
て
も
し
ば

し
ば
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
し
、

人
体
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
血
気
」
が
説
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
血
気
」
以
外
に
も
、「
血
気
」
と
同
様
に
人

間
の
身
体
内
部
に
存
在
し
て
感
情
や
或
い
は
行
動
の
も
と
と
な
る

「
喜
怒
哀
悲
の
気
」
や
「
鬱
陶
の
気
」
と
い
っ
た
も
の
、
或
い
は

君
主
の
精
神
的
活
動
の
あ
り
方
を
指
す
「
気
志
」
や
「
志
気
」
な

ど
が
説
か
れ
て
い
た
。

も
と
よ
り
、
戦
国
期
の
儒
家
系
の
出
土
文
献
や
伝
世
文
献
に
お

い
て
は
、『
湯
在
啻
門
』
の
気
の
よ
う
に
、
気
を
人
間
の
発
生
や

成
長
、
病
気
や
死
な
ど
と
い
っ
た
、
人
間
の
身
体
に
関
す
る
広
範

な
現
象
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
ま
と
ま
っ
た
思
考

は
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
気
が
専
ら
人
間
の
身
体
に
関
わ
る
現
象
を
説
明
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
気
が
「
志
」、
つ
ま
り
精
神
的
働
き
と

も
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る

気
と
儒
家
系
の
出
土
文
献
や
伝
世
文
献
に
お
け
る
気
と
は
、
基
本

的
に
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
14
）
。

私
見
で
は
、
出
土
文
献
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
戦

国
時
代
中
期
以
前
の
道
家
や
儒
家
等
が
説
い
た
気
に
関
す
る
思
考

は
す
べ
て
、
そ
れ
ら
に
先
行
し
て
存
在
し
た
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

現
象
は
す
べ
て
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
す
る
気
の
思
想
を
、

各
思
想
家
た
ち
が
受
容
し
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
立
場
に
応

ず
る
形
で
更
に
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道

家
や
儒
家
等
が
受
容
し
た
と
こ
ろ
の
、
彼
ら
の
気
に
関
す
る
思
考

の
い
わ
ば
母
胎
と
な
っ
た
気
の
思
想
が
お
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
は
、『
左
伝
』
や
『
国
語
』
周
語
か
ら
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
（
注
15
）
。

す
な
わ
ち
、『
左
伝
』
及
び
『
国
語
』
に
お
い
て
は
、
天
地
自

然
の
間
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
は
「
陰
・
陽
・
風
・
雨
・
晦
・
明
」

を
構
成
要
素
と
す
る
「
六
気
」
が
存
在
し
、
こ
の
「
六
気
」
が
四

時
や
人
間
の
肉
体
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
構
成
し
、
ま
た
人
間

の
身
体
内
部
と
外
部
と
を
流
通
す
る
と
の
気
に
関
す
る
思
考
が
存

在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
地
自
然
の
間
に
存
在
す
る
気
が
「
五

味
」・「
五
色
」・「
五
声
」
へ
と
姿
を
変
え
、
為
政
者
が
そ
の
「
五

味
」・「
五
色
」・「
五
声
」
を
体
内
に
摂
取
す
る
と
、
摂
取
さ
れ
た

「
五
味
」・「
五
色
」・「
五
声
」
が
為
政
者
の
身
体
を
構
成
し
て
い

る
身
体
内
部
の
気
を
活
動
さ
せ
、
ま
た
「
好
悪
喜
怒
哀
楽
」
や
闘

争
心
等
の
人
間
の
精
神
的
作
用
を
生
み
出
し
、
更
に
そ
う
し
て
生

み
出
さ
れ
た
精
神
的
作
用
は
、
言
語
活
動
或
い
は
視
覚
と
し
て
外

界
へ
向
け
て
の
働
き
か
け
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
『
左
伝
』・『
国
語
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
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と
、『
湯
在
啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
と
は
、「
五
味
」

の
摂
取
が
人
間
の
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
認
め
、
そ
し
て
そ
の

「
五
味
」
の
摂
取
を
為
政
者
の
行
為
と
し
て
重
視
す
る
点
に
関
し

て
、
強
い
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
湯

在
啻
門
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
「
五
味
の
気
」
は
、
お
そ
ら

く
「
五
味
」
の
摂
取
に
よ
り
人
間
の
身
体
内
部
に
生
ず
る
と
こ
ろ

の
気
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
食
物
の
摂
取
と
人
間
、
つ
ま
り
為
政

者
の
身
体
の
状
態
と
を
密
接
に
関
連
づ
け
る
点
で
、
両
者
の
気
に

関
す
る
思
考
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、『
左
伝
』
と
『
国
語
』
と
の
気
に
関
す
る
思
考
に

お
い
て
は
、
気
は
人
間
の
身
体
に
関
す
る
現
象
を
説
明
す
る
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
身
体
内
部
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
気
は
天
地
自
然
の
間
に
も
存
在
し
、

人
間
の
身
体
内
部
と
外
部
と
を
流
通
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ

る
が
故
に
人
間
の
身
体
内
部
の
み
な
ら
ず
、
外
界
の
事
象
を
も
含

む
極
め
て
広
範
な
事
象
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
『
湯
在
啻
門
』
で
は
、
人
間
の
身
体
内
部
に
関
し
て
の
み
気

が
説
か
れ
て
お
り
、
気
の
存
在
す
る
場
所
は
か
な
り
狭
い
領
域
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
左
伝
』
や
『
国
語
』
で
は
、「
五

味
」
の
摂
取
が
「
五
声
」
や
「
五
色
」
の
摂
取
と
並
行
し
て
説
か

れ
て
い
た
が
、『
湯
在
啻
門
』
で
は
「
五
声
」
や
「
五
色
」
の
摂

取
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

『
左
伝
』
や
『
国
語
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
と
『
湯
在

啻
門
』
に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
と
の
こ
う
し
た
相
違
点
は
、

『
湯
在
啻
門
』
の
気
に
関
す
る
思
考
が
、『
左
伝
』・『
国
語
』
に
見

出
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
気
で
説

明
す
る
思
考
を
根
柢
と
し
な
が
ら
も
、
気
に
関
す
る
思
考
の
範
囲

を
人
間
の
身
体
に
関
す
る
現
象
に
限
定
し
、
身
体
の
多
様
な
現
象

を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
の
み
気
概
念
を
利
用
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

先
述
の
通
り
、
気
を
専
ら
人
間
の
身
体
に
関
す
る
現
象
に
限
定

し
て
説
く
こ
と
は
、
儒
家
の
伝
世
文
献
と
出
土
文
献
と
に
お
い
て

広
く
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
湯
在

啻
門
』
は
、
儒
家
が
気
に
関
す
る
思
考
を
受
容
し
て
取
り
込
み
つ

つ
、
王
た
る
者
の
為
す
べ
き
こ
と
を
説
く
も
の
と
し
て
、
湯
王
と

伊
尹
と
の
対
話
に
仮
託
し
て
成
立
さ
せ
た
文
献
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
（
注
16
）
。

お
わ
り
に

春
秋
末
期
か
ら
戦
国
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
、
人
間
の
身
体
と
精
神
と

に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
時
間
の
経
過
に
伴

う
現
象
を
す
べ
て
気
概
念
に
よ
っ
て
説
明
せ
ん
と
す
る
思
考
が
認
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め
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
気
概
念
に
よ
っ
て
人
間
の
様
々
な

現
象
を
説
明
す
る
こ
と
が
、
か
な
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
強
く
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
断
片
的
で
は
あ

る
が
、『
湯
在
啻
門
』
に
は
「
気
促せ
ま

り
て
乃
ち
老
い
、
気
徐
ゆ
る
や
か
に

し
て
乃
ち
猷や

み
、
気
逆
乱
し
て
以
て
方や
ぶ

る
、
是
れ
其
れ
疾
殃
と
為

る
」
と
い
っ
た
、
疾
病
の
原
因
と
気
と
を
結
び
つ
け
る
思
考
も
認

め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
所
謂
中
国
古
代
医
学
に
認
め
ら
れ
る
気
に

関
す
る
思
考
も
、
そ
の
成
立
は
か
な
り
古
い
と
推
測
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、『
湯
在
啻
門
』
が
成
立
し
た
事
情
や
、
世
界
の
あ

ら
ゆ
る
事
象
を
気
で
説
明
し
た
原
初
的
な
思
考
が
様
々
な
展
開
を

遂
げ
て
い
っ
た
経
緯
、
そ
の
時
期
、
或
い
は
中
国
古
代
医
学
思
想

と
の
関
係
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）	『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）』（
中
西
書
局
、二
〇
一
〇
年
十
二
月
）

前
言
参
照
。

（
2
）	

李
守
奎
氏
の
説
明
や
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
華
簡
（
五
）

所
収
文
献
解
題
『
湯
在
啻
門
』」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
一
号
、
二

〇
一
五
年
十
二
月
）
参
照
。

（
3
）	

本
稿
執
筆
時
点
で
公
開
済
み
の
清
華
簡
の
中
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
問

答
に
つ
い
て
記
述
す
る
文
献
は
、『
尹
至
』（
第
一
分
冊
）・『
尹
誥
』（
同
）・

『
赤 

之
集
湯
之
屋
』（
第
三
分
冊
）・『
湯
處
於
湯
丘
』（
第
五
分
冊
）・『
湯

在
啻
門
』（
同
）
の
五
篇
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、『
尹
至
』・『
尹
誥
』・『
赤

 

之
集
湯
之
屋
』
の
三
篇
は
、
簡
長
約
四
十
五
㎝
、
三
道
編
、
簡
端
は

平
斉
で
、
い
ず
れ
も
篇
題
が
あ
り
、
ま
た
竹
簡
の
背
面
に
連
続
す
る
劃

痕
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
湯
處
於
湯
丘
』・『
湯
在
啻
門
』

の
二
篇
は
、簡
長
約
四
十
四
・
五
㎝
、三
道
編
、簡
端
は
平
斉
で
あ
る
が
、

篇
題
・
劃
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
4
）	

釈
読
に
あ
た
り
、李
守
奎
氏
に
よ
る
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
五
）』

所
収
の
釈
文
、
及
び
注
２
前
掲
の
拙
稿
「
清
華
簡
（
五
）
所
収
文
献
解

題
『
湯
在
啻
門
』（
４
）
参
考
文
献
」
に
示
し
た
諸
論
考
を
参
照
し
た
。

な
お
、
漢
字
に
つ
い
て
は
、
便
宜
的
に
可
能
な
限
り
通
行
の
字
体
に
改

め
た
。

（
5
）	

湯
王
や
伊
尹
に
関
す
る
詳
し
い
事
蹟
は
分
か
ら
ず
、「
正
月
」
が
何
年

の
こ
と
な
の
か
、ま
た
「
啻
門
」
が
ど
こ
な
の
か
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
6
）	

成
天
・
成
地
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
は
天
地
に
対
し
て
祭
祀
を
行

う
こ
と
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
九
神
」
は
、
具

体
的
に
は
祭
祀
の
対
象
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。

（
7
）	

も
と
よ
り
、
湯
王
が
「
古
之
先
帝
」
と
呼
ぶ
以
上
、
そ
の
湯
王
か
ら

見
て
古
代
の
王
者
で
あ
る
「
古
之
先
帝
」
が
堯
舜
禹
等
を
指
す
可
能
性

が
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
献
の
中
に
は
、
湯
王
か
ら
見

て
古
代
の
王
者
で
あ
る
こ
と
の
他
に
、「
古
之
先
帝
」
に
関
す
る
直
接
的
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な
情
報
が
ま
っ
た
く
無
く
、
誰
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
。

（
8
）	
李
守
奎
氏
は
「
説
明
」
に
お
い
て
、「
本
篇
內
容
記
湯
問
小
臣
古
先
帝

之
良
言
，	

小
臣
答
以
成
人
、
成
邦
、
成
地
、
成
天
之
道
，
由
近
及
遠
，

由
小
及
大
，
比
較
系
統
地
闡
述
了
當
時
的
天
人
觀
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
指
摘
は
、
概
ね
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）	『
湯
在
啻
門
』
に
お
い
て
、
伊
尹
に
対
し
て
専
ら
問
い
を
繰
り
返
す
湯

王
に
対
し
て
、
問
い
に
回
答
す
る
伊
尹
は
博
識
・
多
弁
で
あ
り
、
ま
た

王
を
納
得
さ
せ
得
た
優
れ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
、
本
文
献
の
中
心
人
物
は
伊
尹
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述

す
る
福
田
哲
之
氏
の
「
清
華
簡
『
尹
誥
』
の
思
想
史
的
意
義
」
に
お
い

て
福
田
氏
は
、『
尹
誥
』
に
お
け
る
伊
尹
が
湯
王
に
対
し
て
終
始
能
動
的

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
湯
王
は
伊
尹
の
進
言
に
「
す
ぐ
さ
ま
従
う
従
順

な
王
と
し
て
描
か
れ
」
て
お
り
、
両
者
の
間
に
は
「
通
常
の
君
臣
関
係

で
は
理
解
し
が
た
い
特
殊
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。『
湯

在
啻
門
』
の
湯
王
と
伊
尹
と
の
間
に
お
い
て
も
、
伊
尹
の
回
答
を
受
け

て
「
古
之
先
帝
」
の
「
良
言
」
に
従
う
と
宣
言
す
る
湯
王
は
従
順
で
あ
り
、

『
尹
誥
』
に
お
け
る
両
者
の
描
き
方
と
共
通
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

（
10
）	

李
守
奎
氏
の
い
う
青
玉
行
気
銘
と
は
、
天
津
市
歴
史
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
十
二
面
体
の
小
玉
柱
の
銘
を
指
し
、
所
謂
気
功
に
関
し
て

述
べ
る
最
古
の
資
料
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
拓
は
羅
振
玉
氏
の

『
三
代
吉
金
文
存
』
第
二
十
巻
四
十
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
郭
沫
若

氏
は
「
古
代
文
字
之
辯
証
的
発
展
」（『
奴
隷
制
時
代
』
第
二
版
［
人
民

出
版
社
、一
九
七
三
年
］
所
収
）
に
お
い
て
、こ
の
銘
を
「
行
気
玉
佩
（
珮
）

銘
」
と
呼
び
、「
行
気
、
深
則
蓄
、
蓄
則
伸
、
伸
則
下
、
下
則
定
、
定
則

固
、
固
則
萌
、
萌
則
長
、
長
則
退
、
退
則
天
。
天
幾
舂
在
上
、
地
幾
舂

在
下
。
順
則
生
、
逆
則
死
。」
と
釈
読
し
、
戦
国
時
代
前
期
の
も
の
と
推

定
し
て
い
る
。
ま
た
石
田
秀
実
氏
は
「
踵
息
考
」（
坂
出
祥
伸
編
『
中
国

古
代
養
生
思
想
の
総
合
的
研
究
』〔
平
河
出
版
社
、一
九
八
八
年
〕
所
収
）

に
お
い
て
、こ
の
銘
文
は
「
天
地
の
機
に
順
う
か
た
ち
で
の
気
の
下
降
・

上
昇
を
、
身
体
の
内
に
実
現
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
」
で
あ
る
と
す
る
。

（
11
）	

拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
恆
先
』
に
お
け
る
気
の
思
想
」（『
中
国
研
究
集
刊
』

第
三
十
六
号
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）、「
気
の
思
想
」（
湯
浅
邦
弘
編
著

『
概
説
中
国
思
想
史
』〔
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
〇
年
十
月
〕第
十
章
）、

「
戦
国
時
代
に
お
け
る
兵
家
の
気
の
思
想
と
新
出
土
文
献
」（『
中
国
研
究

集
刊
』
第
六
十
号
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
参
照
。

（
12
）	

こ
の
点
に
関
し
て
李
守
奎
氏
は
説
明
に
お
い
て
「
簡
文
論
気
以
人
之

生
老
病
死
為
始
終
」（
本
文
に
お
い
て
気
を
論
ず
る
こ
と
は
、
人
の
生
老

病
死
が
す
べ
て
で
あ
る
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
13
）	

拙
稿
「
先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
気
の
思
想
︱
戦
国
時
代
の
竹
簡

資
料
を
中
心
に
︱
」（『
中
国
出
土
文
献
研
究
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
五

年
三
月
）
参
照
。

（
14
）	
も
っ
と
も
、
上
博
楚
簡
の
儒
家
系
文
献
『
容
成
氏
』
に
は
、
人
間
の

身
体
外
部
に
存
在
す
る
「
陰
陽
の
気
」
や
「
天
地
の
気
」
が
説
か
れ
て

い
る
。「
陰
陽
の
気
」・「
天
地
の
気
」
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
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方
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
気
に
は

人
間
の
規
範
と
な
る
も
の
と
し
て
の
性
格
が
備
わ
っ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
天
地
自
然
の
間
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
戦
国
時
代
中
期
以
前
の
儒
家
の
説
く
気
は
、
人
間
の
身
体
内
部
に

存
在
す
る
気
に
限
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、「
陰
陽
」
や
「
天
地
」
と
い
っ

た
広
範
な
事
象
を
も
気
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
注
13
前
掲
拙
稿
「
先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
気
の
思
想
︱

戦
国
時
代
の
竹
簡
資
料
を
中
心
に
︱
」
参
照
。

（
15
）	

以
下
、『
左
伝
』
及
び
『
国
語
』
周
語
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「『
国
語
』
周
語
に
お
け
る
気
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
八
号
、
一
九

八
九
年
）、「
気
の
思
想
の
成
立
︱
『
国
語
』
に
お
け
る
気
を
中
心
に
︱
」

（『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要（
人
文
・
社
会
科
学
編
）第
三
二
巻
第
二
号
、

一
九
九
一
年
）、「『
左
伝
』
に
お
け
る
気
の
思
想
︱
『
国
語
』
に
お
け
る

気
の
思
想
と
の
比
較
を
中
心
に
︱
」（『
東
ア
ジ
ア
︱
歷
史
と
文
化
︱
』

第
二
號
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
16
）	

も
っ
と
も
、『
湯
在
啻
門
』
の
気
に
関
す
る
思
考
が
、『
左
伝
』・『
国
語
』

に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
か
ら
直
接
発
展
し
た
も
の
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
が
『
左
伝
』・『
国
語
』
に
お
け
る
気
に

関
す
る
思
考
と
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、『
左
伝
』
に
お
い
て
気
に
関
し
て
発

言
す
る
複
数
の
人
物
の
言
葉
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
整
合
的
に
理
解
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
複
数
の
人
物
の
発
言
か
ら
窺
え
る
気
に

関
す
る
思
考
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
気
で
説
明
す
る
原
初
的
な

思
考
か
ら
は
既
に
発
展
を
遂
げ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
湯
在
啻
門
』
の
気
に
関
す
る
思
考
も
、『
左
伝
』・『
国
語
』

に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
も
、
い
ず
れ
も
原
初
的
な
気
に
関
す
る
思

考
を
共
通
の
基
盤
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、

『
湯
在
啻
門
』の
気
に
関
す
る
思
考
と
比
べ
る
な
ら
ば
、『
左
伝
』・『
国
語
』

に
お
け
る
気
に
関
す
る
思
考
の
方
が
原
初
的
な
気
に
関
す
る
思
考
に
よ

り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

［
附
記
］本
稿
は
、日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究（
Ｂ
））

「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・

湯
浅
邦
弘
、
課
題
番
号
「
二
六
二
八
四
〇
〇
九
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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